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1 はじめに
情報化社会の現在，一般の利用者が書き手となって

いるコンテンツが多様化してきている．多大な情報か
ら効率よく目的に即した情報の入手する方法が提案さ
れているが，入手した情報の理解に関する考案も必要
となる．人間は書き言葉より，話し言葉の方が親しみ
やすく容易に理解できる．そこで，書き言葉を話し言
葉に変換し，情報理解の負荷を低減させる方法が提案
されている [1]．
また，対話文形式による，類似コンテンツに対する

差異情報の提供 [2] や Web コンテンツに対して，漫
才の要素を取り入れて理解を容易にする方法が提案さ
れている [3]．これらの手法は，公開されているコンテ
ンツを対象として情報を収集し，文章を生成する方法
やユーザが興味を持つ情報だけを対象とした方法であ
る．本稿の目的は，一般ユーザが日常文章を書くこと
で，偏りのない様々な分野の関連情報を入手し，発想の
拡大や知識の向上が期待できる手法の提案である．電
子メール，ブログやソーシャルネットに代表される一
般ユーザが日常的に作成した文章を対象とし，関連文
生成を行う．

2 提案する関連文生成手法
自然言語処理やWeb サービスが提供する情報を用

いた処理を加え，関連文を生成する．また，単に機械
処理結果を見せるのではなく，通常の会話のように親
しみやすく，自然な形態を維持した文章を生成する．

2.1 基となる文章からの重要語抽出

はじめに，タイトルと本文からなるフォームを用意
する．フォームの入力内容は，RDF 形式で保存され
る．RDFの生成及び処理には，我々が開発したライブ
ラリ [4]を用いる．タイトルは dc:title に，本文は
dc:description に保存される．我々のライブラリの
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特徴として，dc:description の内部は単に通常のリ
テラルで記述しておくのではなく，言語情報を GDA
[5] により付与した形式の XML 構造をそのまま内包
して保存する．GDA は，文法機能（主語，目的語，間
接目的語），主題役割（動作主，非動作主，受益者な
ど），修辞関係（理由，結果など）や照応関係を表すこ
とができるタグセットである．GDAタグ付けされてい
るテキストの文法情報から名詞を割り出し，tf–idf法
を用いて重要語を抽出する．

2.2 Google API を用いた情報獲得
文章生成する際の関連情報収集は Google API [6] を

利用する．Google API は，Javaや Perl など各々の開
発環境の中でWebページの検索やスペルミスチェック
を行う仕組み，キャッシュページの取り出しなどを提供
するサービスである．抽出した重要語を用いて Google
検索を行い，情報を収集する．この際，一語だけでの
検索は，関連度の低い情報も比較的多く出てくるので，
発想の拡大に繋げられる．一方，重要語群から上位数
個を選び出して and検索を行えば，関連度の高い情報
のみが獲得できる．検索結果から得られた各々の情報
も，入力内容と同じ RDF形式で保存される．検索結果
のタイトルは dc:title，要約文は dc:description，
URL は dc:url に保存される．さらに，テキストと同
様に dc:description と dc:title に GDA タグ付
けを行い，文法情報を付加する．

2.3 文章生成
重要語が dc:description 内のある一文に含ま

れる場合は，一文を取り出してそのまま関連文と
して利用する．また，dc:title に含まれる場合や
dc:description に単独で存在する場合は，タイトル
を利用した文や，descriptionや URLを用いた関連文
の生成を行う．文章生成には，雛形となるフレームを複
数用意しておく．フレームの一例を図 1の上部に示す．
変数に相当する部分は“$”で囲まれる．変数の名前には，
フォームのタイトルに入力された文章を示す $title$

やフォームの入力文から抽出される複数の重要語を並
立助詞“と”で連結させた文に変換する $keyword$ が
ある．重要語のある特定の単語一つのみを抽出したい場
合は，$keyword n$（nは番号）という形式で表現する．
重要語の列は順序付けされており，重要度の大きい重要
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[ フレーム ]

$title$ には $keyword$ がよくでてきましたね．
$keyword_1$ のことで何か知ってますか？
$keyword_1$ といえば，
$keyword_1_googlerank_1_sentence_1$

という話があります．
この話をもっと詳しく知るために，
$keyword_1_googlerank_1_url$

をみていろいろ調べてみましょう．

[ 生成文 ]

未納問題には税金と所得と国民がよくでてきましたね．
税金のことで何か知ってますか？
税金といえば，
アフィリエイトで稼ぐと税金がかかります
という話があります．
この話をもっと詳しく知るために，
ここ
をみていろいろ調べてみましょう．

図 1: フレームと生成文の例

語ほど番号が小さくなる．また，$googlerank n$（n

は番号）は Google 検索の n 番目の結果を示す．これ
らの変数は，“ ”による連結で拡張が可能である．例え
ば，$keyword 1 googlerank 2 title$ （図 2参照）
は，入力された文章の重要語の 1番目の単語で Google
検索を行った第 2位の結果のタイトルを意味する．雛形

図 2: 変数の例

となるフォームにある“ $”で囲まれた変数に，単語や
文章を当てはめて文章を生成する．同じフレームばか
り用いると表現が単調となってしまう．複数のフレー
ムを用意し，用途に合わせた関連文の生成を行う．例
えば，ブログでは，専門家風，女子高生風，友達風と
いった様々な口調のフレームを取り入れ，多くの人が
返信したように見せることができる．図 1の下部に生
成された関連文の例を示す．検索結果の情報は，テキ
ストと同様に RDF 形式で保存される．Google 検索結
果 1件分の情報をフォームの入力とみなし，同様の処
理を繰り返すことで，興味を持つ情報に対して，更な
る関連情報の収集ができる．生成された関連文の表示
例を図 3に示す．

図 3: 生成された関連文の表示例

3 まとめと今後の展望
本稿では，Google API を用いた関連文生成につい

て提案を行った．今後は，他の Web サービスの利用
も応用として考える．例えば，はてな API による語彙
情報 や Amazon API による商品情報などを利用する
ことで，より有用な情報を取得できる．構造が単純で
あるため，新たな Web サービスの追加や様々な処理
の組み合わせが可能となり，多様な文生成ができるだ
ろう．また，今回は人が書いた文章に対して，自然な
形式での文章生成で情報提供を行ったが，文章での提
供以外に画像や映像による情報提供を加え，より有用
な情報となることも考えられる．
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